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７
、
役
員
選
出
に
つ
い
て
の
報
告

総
務
部
長

入
子
祐
三

８
、
総
会
の
議
長
候
補
の
選
出

事
務
局
長
よ
り
発
表
（
案
）、
承
認

を
得
る
。

（
北
海
道
地
区
）
副
会
長

平
間
吉
春

（
関
東
甲
信
越
地
区
）
副
会
長

大
山
　
睦

９
、
平
成
22
年
度
「
目
標
」（
案
）
並
び

に
事
業
計
画
（
案
）

提
案
　
各
部
長
・
委
員
長

（
Ｐ
８
・
９
）

10
、
平
成
22
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

提
案
　
会
計
部
長

白
石
裕
一

（
Ｐ
10
〜
12
）

11
、「
宣
言
・
決
議
」
文
案
発
表

文
案
作
成
委
員
長

太
田
　
秀

（
Ｐ
７
）

12
、
そ
の
他

�

諸
調
査
等
の
一
括
依
頼

事
務
局
長

徳
永
裕
人

�

退
職
校
園
長
の
加
入
状
況
調
査

総
務

野
口
玲
子

�

教
育
図
書
出
版
に
つ
い
て

事
業
委
員
長

木
山
�
美

13
、
全
連
退
の
歌

「
光
を
か
か
げ
て
」

斉
唱

14
、
閉
会
の
辞

副
会
長

佐
藤
博
文

全
国
連
合
退
職
校
長
会
綱
領

わ
れ
わ
れ
は
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
の
設

立
以
来
の
歴
史
や
活
動
を
継
承
し
　
わ
が
国
の

教
育
の
将
来
を
見
定
め
　
会
員
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
も
っ
て
　
こ
こ
に
綱
領
を
制
定
す
る

一
　
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
　
日
本
の
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る

一
　
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
涯
学
び
続
け
　
充

実
し
た
生
き
方
を
実
現
す
る

一
　
会
員
の
親
睦
を
図
り
　
福
利
・
厚
生
の
拡

充
に
努
め
る

一
　
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
や
　
良
好
な

環
境
の
形
成
に
尽
力
す
る

一
　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て

活
動
の
発
展
を
図
る

平
成
十
六
年
六
月
十
七
日

（
設
立
四
十
周
年
）
制
定

宣
　
　
　
　
　
言

教
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
新
政
権
に
よ

る
様
々
な
教
育
政
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
時
に
当
た
り
、
我
々
は
全
国
連
合
退
職
校
長
会
綱

領
を
旨
と
し
、
わ
が
国
の
教
育
の
将
来
を
見
定
め
、
本
会

会
員
と
し
て
の
自
覚
と
衿
持
を
も
っ
て
対
処
し
、
教
育
の

振
興
に
寄
与
す
る
意
見
や
提
言
を
公
表
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
左
記
事
項
を
決
議
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る

こ
と
を
宣
言
す
る
。

決
　
　
　
議

一
　
政
府
・
中
央
教
育
審
議
会
等
へ
の
意
見
具
申
・
要

望
・
提
言
を
行
う

一
　
将
来
展
望
の
あ
る
年
金
・
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険

等
の
各
制
度
の
改
善
・
充
実
　
会
員
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
要
望
を
行
う

一
　
全
国
的
な
「
教
育
の
日
」
の
制
定
・
推
進
と
そ
の
事

業
内
容
の
充
実
に
努
め
る

一
　
学
校
教
育
支
援
事
業
へ
の
協
力
　
家
庭
・
地
域
の
教

育
力
の
回
復
・
向
上
を
目
指
し
た
活
動
の
支
援
に
努

め
る

一
　
構
成
団
体
等
と
の
相
互
の
連
携
・
協
力
を
密
に
し

組
織
の
充
実
と
活
性
化
に
努
め
る

平
成
二
十
二
年
六
月
二
日

第
四
十
六
回
　
　
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
　
　
総
会




